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▲「痛いけど我慢しようね」

▲職員の分限及び懲戒の審査に関する規則
　（播磨町例規集）

松岡　光子

河野　照代

一

般

質

問

日本共産党

新政会

予防接種費用助成は

職員の懲戒処分の手続きは

町独自助成は考えていない

公正な手続きにより決定

町　長

教育長

▲学童保育児童の活動の場

▲土日にも利用できる神戸市の自動交付機

大辻　裕彦

神吉　史久

一

般

質

問

新政会

新政会

今後の財政運営健全化は

自動交付機の設置は

平成24年度並みが続く

時期尚早と考える

三村理事

枡田理事

ここを　  うここを　  う問問町政

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
昨
年
度
ま

で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
と
し
て
、
低
所
得
者
の
方

に
費
用
助
成
が
あ
り
、
４
６

６
名
の
方
が
接
種
を
受
け
た
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

軽
視
で
き
な
い
。
町
独
自
に

事
業
を
継
続
す
べ
き
で
は
。

答　
「
播
磨
町
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
助
成

要
綱
」
に
基
づ
き
、
低
所
得

者
に
費
用
を
助
成
し
、
一
般

の
方
の
費
用
は
千
円
。
町
独

自
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

国
の
事
業
と
し
て
、
ヒ

ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

が
、
平
成
23
年
度
末
で
終
了

す
る
。
次
年
度
国
の
事
業
継

続
が
な
い
場
合
、
町
独
自
で

実
施
の
考
え
は
。

答　

い
ず
れ
も
任
意
接
種
で

あ
り
、
希
望
者
が
個
別
に
接

種
す
る
も
の
。
現
在
、
厚
生

労
働
省
か
ら
の
通
知
も
な
く
、

今
後
、
国
の
動
向
に
よ
り
対

応
す
る
。

問　

国
に
対
し
て
継
続
す
る

よ
う
意
見
書
を
出
す
考
え
は
。

答　

考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
に

入
院
費
用
の

助
成
検
討
中

町
長

問　

中
学
３
年
ま
で
無
料
に

と
の
願
い
に
多
く
の
自
治
体

が
実
施
し
て
い
る
。
実
現
に

予
算
上
い
く
ら
必
要
か
。

答　

１
億
５
３
５
０
万
と
な

り
約
５
０
０
０
万
の
負
担
増

と
な
る
。
こ
れ
を
毎
年
と
な

る
と
非
常
に
大
き
く
難
し
い
。

問　

段
階
的
に
小
学
６
年
生

ま
で
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

入
院
費
用
の
助
成
拡
大

に
つ
い
て
試
算
中
。
可
能
で

あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
創
設
に
つ
い
て

　

先
の
教
育
委
員
会
職
員
の

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
不
祥

事
の
懲
戒
処
分
に
際
し
、
適

切
、公
正
な
決
定
か
を
問
う
。

問　

職
員
の
処
分
に
お
い
て
、

「
教
育
委
員
会
の
人
事
案
件

で
あ
り
、
教
育
委
員
会
で
決

定
し
執
行
す
べ
き
も
の
」
と

の
決
定
は
、
職
務
権
限
の
特

定
で
あ
る
「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
第
23
条
の
何
を
根
拠

と
す
る
の
か
。

答　

同
法
第
23
条
第
３
号
の

「
教
育
委
員
会
及
び
学
校
そ

の
他
の
教
育
機
関
の
職
員
の

任
免
そ
の
他
の
人
事
に
関
す

る
こ
と
」
を
根
拠
と
す
る
。

問　

事
故
発
生
か
ら
書
類
送

検
ま
で
の
協
議
と
町
組
織
全

体
と
し
て
の
対
応
は
。

答　

教
育
委
員
会
に
は
職
員

分
限
懲
戒
審
査
会
の
設
置
が

な
く
、
町
の
職
員
分
限
審
査

会
へ
当
該
職
員
の
処
分
に
つ

い
て
教
育
委
員
会
が
諮
問
し

た
。

問　
「
職
員
の
分
限
及
び
懲

戒
の
審
査
に
関
す
る
規
則
」

第
５
条
で
は
、
諮
問
を
行
う

の
は
町
長
と
解
し
規
則
違
反

で
は
な
い
の
か
。

答　

同
規
則
第
13
条
に
「
こ

の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
委
員
会
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
、
そ
の
都
度
委
員

会
が
定
め
る
」
と
あ
る
。

問　

他
市
町
に
お
い
て
は
、

私
生
活
上
事
件
に
対
し
て
も
、

管
理
監
督
不
十
分
と
し
て
、

上
司
も
処
分
を
受
け
て
い
る

が
、
本
町
の
懲
戒
処
分
は
、

当
該
職
員
の
み
で
よ
い
の
か
。

答　

任
命
権
者
・
管
理
監
督

責
任
者
に
つ
い
て
、
私
生
活

上
の
行
為
に
対
し
て
ま
で
及

ぶ
も
の
で
は
な
く
、
責
任
を

負
う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。

問　

今
後
の
町
税
・
地
方
交

付
税
な
ど
税
収
の
見
通
し
は
。

答　

現
時
点
で
平
成
24
年
度

の
税
収
は
０
・
５
％
増
、
そ

れ
以
降
は
平
成
24
年
度
と
ほ

ぼ
横
ば
い
を
見
込
ん
で
い
る
。

特
別
交
付
税
も
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
災
害
復
興
費
に

充
て
ら
れ
、
増
え
な
い
と
み

ら
れ
る
。

問　

経
常
経
費
削
減
の
具
体

化
に
つ
い
て
は
。

答　

人
件
費
削
減
で
特
別
職

の
給
料
月
額
を
引
き
続
き
５

～
10
％
引
き
下
げ
る
。「
高

齢
者
に
対
す
る
祝
い
金
」
は

今
後
引
き
続
き
検
討
す
る
。

「
町
の
権
限
に
属
し
な
い
施

設
の
管
理
」
の
経
費
は
国
の

補
助
金
と
県
の
施
設
維
持
協

力
金
で
管
理
運
営
し
て
き
た

が
、
国
の
補
助
金
は
今
年
で

終
了
す
る
の
で
、
今
後
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
指

定
管
理
者
へ
の
委
託
料
は
、

指
定
管
理
者
の
収
支
計
画
書

の
提
出
に
よ
り
支
出
し
て
い

る
。学

童
保
育
の
公
設
化
実
施
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
が

向
上

枡
田
理
事

問　

公
設
化
す
る
こ
と
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

図
れ
る
か
。

答　

従
来
は
保
護
者
に
よ
る

運
営
だ
っ
た
が
、
公
設
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
者
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。ま
た
、

経
営
の
安
定
化
と
継
続
性
が

担
保
さ
れ
る
。　

問　

入
所
決
定
の
場
合
に
問

題
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の

所
在
は
。

答　

当
然
、
最
終
の
責
任
は

町
に
あ
る
。

問　

障
が
い
の
あ
る
児
童
が

入
所
す
る
場
合
の
配
慮
は
。

答　

保
護
者
と
面
談
を
行
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
指
導
員
の
加

配
も
検
討
す
る
。

問　

開
庁
時
間
以
外
で
の
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
交
付
を

望
む
声
が
多
い
。
自
動
交
付

機
の
設
置
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
発
行
を
導
入

す
る
検
討
は
。

答　

以
前
に
も
検
討
は
行
っ

た
が
、
多
大
な
経
費
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
時
期
尚
早
と

考
え
る
。

問　

住
民
の
利
便
性
向
上
と

職
員
の
事
務
処
理
の
軽
減
を

考
え
て
、
住
民
票
・
印
鑑
証

明
な
ど
の
申
請
書
を
一
枚
に

ま
と
め
、
記
入
の
手
間
と
確

認
作
業
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
一
枚
に

ま
と
め
る
考
え
は
な
い
が
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
近
隣
市
町
と
協
議
す
る
中

で
検
討
し
た
い
。

徘は
い

徊か
い

時
の
住
民
協
力
の

体
制
づ
く
り
を

調
査
研
究
し
た
い

枡
田
理
事

問　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

徘
徊
の
発
生
も
そ
れ
に
伴
い

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

徘
徊
発
生
時
に
早
期
発
見
・

保
護
が
で
き
る
よ
う
、
商
店

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
協

力
を
求
め
る
体
制
の
構
築
は
。

答　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係

機
関
と
調
整
を
行
い
な
が
ら

調
査
研
究
し
た
い
。

問　

早
期
発
見
の
た
め
に
、

家
族
の
希
望
が
あ
る
場
合
に

防
災
無
線
を
活
用
し
、
住
民

に
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る

こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
る
が
。

答　

防
災
無
線
は
災
害
時
の

使
用
が
原
則
で
、
情
報
提
供

の
呼
び
掛
け
な
ど
に
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

る
。


